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JA – 日本語 

使用方法 -  

LMA Fastrach™ ETT 

Single Use  
 

注意：連邦法（米国）により、本製品の販売は医

師、または医師の指示による場合に制限されてい

ます。 
 
 

警 告 ： LMA Fastrach™ ETTSingle Use (LMA 

Fastrach™ ETT SU)は、単回使用を目的として滅菌済

みの状態（エチレンオキサイドによる滅菌）で出荷される

ため、包装から出したらすぐに使用し、使用後は廃棄し

てください。再使用しないでください。再使用すると、交

差感染の原因となるうえ、製品の信頼性や機能性を低

下させることになります。 
 

警告：単回使用のみを目的とする LMA Fastrach™ 

ETT SU を再使用すると、性能が損なわれたり、機能が

失われることがあります。単回使用の製品を再使用する

と、ウイルス、細菌、真菌、プリオンに汚染するおそれがあ

ります。バリデーション済みの洗浄法および滅菌法、元の

仕様を回復するような再処理の方法はありません。LMA 

Fastrach™ ETT SU は洗浄、消毒、滅菌されるようには

設計されていません。 
 

一般的情報： 
別途記載がない限り、 本取扱説明書での「LMA 

Fastrach™ 」 は 、 両 方 の バ ー ジ ョ ン の ETT (LMA 

Fastrach™および LMA Fastrach™ Single Use （LMA 

Fastrach™ SU））を意味します。 
 

LMA Fastrach™、LMA Fastrach™ Single Use、LMA 

Fastrach™ ETTの使用方法についての詳細は、それぞ

れの取扱説明書をご参照ください。 
 

装置の説明： 

LMA Fastrach™ 気管内チューブ（ETT）SU は、LMA 

Fastrach™と使用するために特別に開発されています。

まっすぐなカフ付きのチューブで、マーフィーアイと標準の

15mm コネクタが備わっています。 
 

LMA Fastrach™ ETT SU には、ルアーチェックバルブ付き

のパイロットバルーンと、声帯を無傷で通過できる柔らか

く成型されたユニークな先端が備わっています。挿管の際

の参考として、LMA Fastrach™ ETT SU には LMA™エア

ウェイの遠位端からの距離を示す深度マーカーが付いて

います。LMA Fastrach™ ETT SU は全長にわたり X 線

不透過性であり、X 線検査において可視性が高まるよう、

先端部は X 線不透過性の素材でできています。 

 
LMA Fastrach™ ETT SU は、ワイヤで補強されたポリ塩

化ビニル（PVC）製であり、天然ゴムラテックスは使われて

いません。 

 
本装置は、気道管理の訓練を受けた医療従事者のみ

が取り扱うことができます。 
 

使用の適応： 
LMA Fastrach™ ETT SUは、LMA Fastrach™ を介する

気管への挿管が適用であり、または直接/間接咽頭鏡

検査を使用する、従来の気管挿管にも使用できます。 
 

禁忌： 

LMA Fastrach™ ETT SUは、装置の近接部位でレーザ

ー光線や電気メスの活性電極を使用する医療行為の

対象となる患者には使用できません。 

有害事象： 
気管内チューブの使用に関連する有害事象が報告され

ています。具体的な情報はテキストブックおよび既刊文

献を参照してください。 
 

警告： 
1. LMA Fastrach™ ETT SUは、フタル酸ジ（2-エチルヘ

キシル) （DEHP）を含有しています。ある動物実験の結

果により、フタル酸エステルに生殖毒性の可能性がある

ことが示されています。現在の科学知識によると、長期

暴露や長期使用における未熟男児に対するリスクは否

定できません。フタル酸エステルを含有する医療用製品

は、妊婦、授乳婦、乳幼児に対しては一時的な使用の

みに限られます。 

2. 本装置に損傷があったり、包装が損傷あるいは開封

されている場合は使用しないでください。 

3. 本装置を使用前に液体で濡らしたり浸さないでくださ

い。 

4. LMA Fastrach™ ETT SUを切らないでください。 

5. LMA Fastrach™ ETT SU の挿管の際に可鍛性スタ

イレットを使用する場合は、チューブの患者端またはマー

フィーアイから出ていないことを確認してください。 

6. LMA Fastrach™ ETT SU に過度に空気注入を行わ

ないでください。これは、破裂やそれに伴う脱気、またはカ

フの変形の原因となる場合があり、気道の閉塞および/

または患者の外傷につながるおそれがあります。 

7. LMA Fastrach™ ETT SU の位置変更を行う前に、

LMA Fastrach™ ETT SU カフを脱気します。カフが膨ら

んだ状態の LMA Fastrach™ ETT SU を動かすと、患者

の外傷やカフの損傷の原因となる場合があります。 

8. LMA Fastrach™ を抜去する際の手順を正しく行なわ

ないと、LMA Fastrach™ ETT SUの位置のずれ（食道

挿管、不意の抜管）が生じる可能性があります。このよう

な事態が起こった場合は、すぐに LMA Fastrach™ を正

しく脱気して挿入をやり直し、患者の酸素供給を確保す

る必要があります。 

9. 外傷を避けるために、本装置を使用するときは、どの

ような場合でも過度な力は加えないでください。 

10. 患者が麻酔下にあり、筋弛緩が得られていること、

あらかじめ酸素が供給されていることを確認してください。

麻酔深度が不十分であったり、筋弛緩が十分得られて

いない場合には、声門が閉じてしまい、LMA Fastrach™ 

ETT SUが喉頭内に入っていかないことがあります。 

11. LMA Fastrach™ ETT SUの使用が安全かどうかを

確認するため、使用前点検を実施することが非常に重

要です。いずれかの検査で一つでも不合格であれば、本

装置は使用しないでください。 

12. 潤滑剤を塗る際は、エアウェイ開口部を潤滑剤で塞

ぐことがないようにします。 

13. K-Y Jelly などの水溶性潤滑剤を使用してください。

LMA Fastrach™ ETT SUのコンポーネントを劣化させる

ため、シリコーンベースの潤滑剤は使用しないでください。

リドカインを含む潤滑剤を本装置に使用することは推奨

されません。リドカインは、本装置を抜去する前に必要な

患者の防御反射の回復を遅らせることがあり、アレルギ

ー反応を引き起こしたり、声帯などの周辺組織に影響を

及ぼす可能性があります。 

14. チューブの遠位端に潤滑剤を塗る前に、LMA 

Fastrach™ ETT SUにSUコネクタをゆっくりと取り付けます。

潤滑剤の量が多すぎると、内腔と気道を部分的または

完全に閉塞する可能性があり、これにより誤嚥のリスクと

なる場合があります。 

15. 亜酸化窒素、酸素、または空気の拡散により、カフ

の容積および圧が上がる、もしくは下がることがあります。 

カフ圧が高くなりすぎないために、術中はカフ圧モニターで

定期的にカフ圧を測定する必要があります。 

16. 特別な環境で本製品を使用する場合は、特に火

災とその防止に関して、必要な準備および安全策を確

実に実施してください。レーザーや電気焼灼機器を用い

る場合、本装置は可燃性になる場合があります。 

17. 本装置を MRI 環境で使用される前に、MRI に関す

る情報のセクションをご参照ください。 

注意： 
1. 本装置が適切に挿入されていないと、信頼性のない

エアウェイとなったり、あるいは閉塞が引き起こされる可能

性があります。 

2. 慎重な取り扱いが不可欠です。本装置が破れたり穴

が開かないように、絶対に鋭利な物体や先のとがった物

体に触れないようにしてください。 

3. 気管支ファイバースコープ（FOB）を通すときは、LMA 

Fastrach™ ETT SUで保護されている場合を除いて、

LMA Fastrach™エアウェイの開口部に通さないでください。

FOBの先端が喉頭蓋持ち上げバーに接触して損傷する

恐れがあります。 

4. LMA Fastrach™ ETT SUのシール圧を決定する際、

最小閉塞容量と最小リーク法と共に、カフ内圧計測装

置の使用が必要です。カフの空気注入は、「ちょうどシー

ルされる」圧力になるよう定期的にモニタリングします。選

択されたシール圧から外れている場合はすぐに調べて修

正する必要があります。 

5. 局所麻酔薬噴霧を使用すると、LMA Fastrach™ 

ETT SUのカフにピンホールの発生を引き起こしています。 

6. ベンチレータまたは標準的な15mmコネクタが備わった

麻酔器具のみを使用して、LMA Fastrach™ ETT SUコ

ネクタへしっかりと接続されていることを確認してください。

使用中に外れてしまうことがないよう、コネクタが呼吸回

路にしっかりと固定されていることを常に確かめてください。 

7. インフレーションバルブに、3ウェイ栓または他の装置を

長時間挿入したままにしてはなりません。この結果かかる

圧力が、バルブに亀裂を生じさせ、カフの脱気につながる

可能性があります。 

8. 本装置は、直射日光または極端な温度を避けて、

冷暗環境下で保管してください。 

9. 使用済みの装置は、地域および国のすべての規制に

従い、バイオハザード製品の取り扱いおよび処理手順に

従わなければなりません。 

10. 本装置の挿入を行う前に、すべての義歯を取り外さ

れていることを確認してください。 

11. 装置の汚染を最小限に抑えるため、準備や挿入の

際には手袋を使用してください。 

12. 取扱説明書に記載の推奨手順のみを使用してくだ

さい。 

 

使用の準備： 
 

正しいサイズの LMA Fastrach™および LMA Fastrach™ 

SU を選択します 
 

患者の体重/サイズ 

サイズ 3: 30kg – 50kg 小児 

サイズ 4: 50kg – 70kg 成人 

サイズ 5: 70kg – 100kg 成人 
 

LMA Fastrach™ ETTとLMA Fastrach™の適合性を比

較  
 

LMA Fastrach™ ETT は、繰り返し使用できるタイプと単

回使用のタイプの両方とも、様々なサイズのものが用意

されており、気管内チューブとして従来の方法で使用で

きます。 
 

繰り返し使用できるタイプのLMA Fastrach™ ETTは、す

べ て の サ イ ズ （ 6 、 6.5 、 7 、 7.5 、 お よ び 8 ） が 、 LMA 

Fastrach™の繰り返し使用タイプおよび単回使用タイプ

の両方に適合しています。 
 

しかし、LMA Fastrach™ ETT SUの場合は、以下の通

り、特定のサイズ（6、6.5および7）のみがLMA Fastrach™ 

の繰り返し使用タイプおよび単回使用タイプに適合して

います。 
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装置 

 

下記のETTサイズに適合   

 

LMA 

Fastrach™  

および 

LMA 

Fastrach™ 

SU 

 

LMA Fastrach™ 

ETT  

（繰り返し使用） 

 

サイズ:  

6 、 6.5 、 7 、

7.5、8 

 

LMA Fastrach™ 

ETT SU 

（単回使用） 

 

サイズ:  

6、6.5、7のみ  

 

 

注意：個々の患者に対して適切なサイズの製品を選択

するために、臨床上の判断を行ってください。 
 

使用前の点検： 
警告：使用が安全かどうかを確認するため、使用前点

検を実施することが非常に重要です。 
 

警告：いずれかの検査で一つでも不合格であれば、本

装置は使用しないでください。 
 

1. カフを完全に脱気した後、バルブとカフを完全に膨らま

せ、その完全性をテストします。カフを膨らませすぎないで

ください。 

2. エアウェイチューブ、カフ、バルーンに、破片、漏れ、損

傷、ねじれ、閉塞がないことを目視確認します。装置が

対称的に膨らまない、劣化/異常の兆候が見られる、も

しくは空気注入構造に欠陥がある場合は、使用しない

でください。 

3. SUコネクタがLMA Fastrach™ ETT SUに取り付けら

れていることを確認してください。 
 

挿入前の準備： 
 

警告：チューブの遠位端に潤滑剤を塗る前に、LMA 

Fastrach™ ETT SUにSUコネクタをゆっくりと取り付けます。

潤滑剤の量が多すぎると、内腔と気道を部分的または

完全に閉塞する可能性があり、これにより誤嚥のリスクと

なる場合があります。 
 

警告：K-Y Jelly® などの水溶性潤滑剤を使用してくだ

さい。LMA Fastrach™ ETT SUのコンポーネントを劣化

させるため、シリコーンベースの潤滑剤は使用しないでくだ

さい。リドカインを含む潤滑剤を本装置に使用することは

推奨されません。リドカインは、本装置を抜去する前に

必要な患者の防御反射の回復を遅らせることがあり、ア

レルギー反応を引き起こしたり、声帯などの周辺組織に

影響を及ぼす可能性があります。 
 

注意：本装置の挿入を行う前に、すべての義歯を取り外

されていることを確認してください。 
 

挿管： 
 

補助器具を使用した場合と使用しない場合の、LMA 

Fastrach™ ETT SUを使用して気管挿管を行なう種々

の方法を以下に記載します。最適に気管挿管できるよ

うに、LMA Fastrach™ ETT SUと共にLMA Fastrach™を

使用することを推奨します。不適切なETTが使用された

場合、Teleflex Medicalでは一切の責任は負いかねま

す。 

注意：LMA Fastrach™を使用する場合は、挿管を行な

う前に正しく留置されていることを確認してください。 
 

警告：患者が麻酔下にあり、筋弛緩が得られていること、

あらかじめ酸素が供給されていることを確認してください。

麻酔深度が不十分であったり、筋弛緩が十分得られて

いない場合には、声門が閉じてしまい、 LMA Fastrach™ 

ETT SUを喉頭内にに挿入できないことがあります。 

 

LMA FASTRACH™による気管挿管： 
1. カフの密閉を確認後、LMA Fastrach™のエアウェイチ

ューブにLMA Fastrach™ ETT SUを挿管する前に、LMA 

Fastrach™ ETT SUカフを完全に脱気します。 

2. LMA Fastrach™ ETT SUを LMA Fastrach™のエアウ

エイチューブに通し、LMA Fastrach™ ETT SUを上下に

動かしてシャフト内で潤滑剤を広げ、エアウエイチューブ

全体にわたって抵抗なく動かせるようにします。 

 

警告：LMA Fastrach™ ETT SUを早い速度や大きな振

幅で上下に動かすことは、カフの損傷につながるため、避

けてください。 

 

3. LMA Fastrach™ ETT SUの縦線がLMA Fastrach™

のハンドルに向くように配置します。LMA Fastrach™ 

ETT SUを装置のエアウエイチューブにゆっくりと挿入しま

す。このとき、LMA Fastrach™ ETT SUが15 cmの位置

にある深度マークの横線を越えないようにします。LMA 

Fastrach™ ETT SUの先端 がマスク開口部に入り込ん

でいないことを確認してください（図1）。 

4. ハンドルをしっかりつかみ、ハンドルを使って装置を持ち

上げ、喉頭を前方に数 mm引き出して、シール圧を高め、

気管とLMA Fastrach™ ETT SUの軸を最適に調節しま

す（図2）。 

5. LMA Fastrach™ ETT SUを15cmのマークよりさらに

1.5cmだけ、LMA Fastrach™内にゆっくりと挿入します。

もし抵抗が感じられない場合は、挿管が完了するまで、

LMA Fastrach™ ETT SUをしっかり保持しながら、進め

ていきます。 

6. LMA Fastrach™ ETT SUのカフに空気注入を行いま

す。 

7. 挿管を従来の方法で確認します（例えば、呼気終末

CO2）。 

    
図1 図2 

 

気管支ファイバースコープ（FOB）補助下

でのLMA FASTRACH™ による気管挿

管： 
 

1. 継続的に換気を維持できるように、適切なサイドアー

ム 付 き で セ ル フ シ ー ル タ イ プ の コ ネ ク タ ー を LMA 

Fastrach™ ETT SUに通します。 

2. LMA Fastrach™ ETT SU内に通すことのできる適切

な直径と長さを有する気管支ファイバースコープを選びま

す。気管支ファイバースコープは、完全に挿入したときに、

組み立てられたLMA Fastrach™ ETT SUとシーリングポ

ートの先端を突き抜けることがないようにします。LMA 

Fastrach™ ETT SUによって保護されていない限り、

LMA Fastrach™の喉頭蓋持ち上げバーを越えてはいけ

ません。越えてしまう場合、その先端部が喉頭蓋持ち上

げバーによって位置がずれたり損傷する可能性がありま

す。 

3. LMA Fastrach™ ETT SUを15cmの深さまで挿入し、

気管支ファイバースコープを使って、LMA Fastrach™ 

ETT SUの先端部がEBBに接していることを確認します。 

4. 16.5cmの深さまで挿入し、気管支ファイバースコープ

を使って、LMA Fastrach™ ETT SU が喉頭蓋持ち上げ

バーを持ち上げて声門が見える状態になっていることを

確認します。 

5. LMA Fastrach™ ETT SU を気管内に押し進めます。

この際、気管支ファイバースコープで喉頭蓋持ち上げバ

ーを押さないようにします。 

6. LMA Fastrach™ ETT SUのカフに空気注入を行いま

す。 

直接/関節咽頭鏡検査法下での、LMA 

FASTRACH™ ETT SUを使った従来の

気管挿管法： 
 

LMA Fastrach™ ETT SUは、気管内チューブとして従来

の方法で使用できるように設計されています。 
 

警告：必ず無菌操作で使用してください。 
 

1. 現在認められている医療的方法により、挿管します。

LMA Fastrach™ ETT SUのエアウェイチューブは柔軟性

があるので、可鍛性の挿管用スタイレットに潤滑剤を使

用することが必要になる場合があります。 

2. 目的とする肺膨張圧で効果的なシールが得られる最

小限の量の混合ガスでカフを膨らませます。カフ内圧を

定期的にモニタリングしながら、最小閉塞容量と最小リ

ークの手法を用いることにより、カフ付き気管内チューブの

使用に付随して起こる多くの有害反応を低減できる場

合があります。 

3. バルブからルアーチップ式のシリンジを取り外します。 

4. 呼吸音を確認し、呼気終末CO2をモニタリングして、

LMA Fastrach™ ETT SUが正しい位置にあることを確か

めます。 

5. LMA Fastrach™ ETT SUを麻酔回路またはベンチレ

ータの回路に接続します。 

6. LMA Fastrach™ ETT SUは、バイトブロックを使用し

てしっかり固定し、不必要に動いたり損傷したりすること

がないようにします。 

7. 定期的にカフ圧をモニタリングします。 
 

気管挿管後のLMA FASTRACH™の抜

去： 
 

警告：エアウェイチューブの硬さに起因した咽頭浮腫や粘

膜圧の増大の症例が報告されています。挿管に成功し

たら、LMA Fastrach™は抜去することを推奨します。湾

曲したエアウェイチューブは硬いので、頭または首が中立

位置から動くと、咽頭壁に高い圧力が加わることがありま

す。LMA Fastrach™ を留置しておいた場合のリスクと、

装置を抜去する手技に伴う潜在的なリスクを比較判断

する必要があります。 
 

警告：挿管後、LMA Fastrach™を患者に留置しておく

場合は、そのカフ圧が 20～30cmH2O になるまで脱気し

てください。カフ圧を低くすることで、エアウェイが咽頭内で

安定するようになります。本装置を不必要に動かさない

ようにし、頭または首を自然な位置に維持してください。 
 

警告：LMA Fastrach™ を抜去する際の手順を正しく行

なわないと、LMA Fastrach™ ETT SUの位置のずれ（食

道挿管、不意な抜管）が生じる可能性があります。この

ような事態が起こった場合は、すぐに LMA Fastrach™を

正しく脱気して挿入をやり直し、患者の酸素供給を確

保する必要があります。 
 

1. LMA™ ス テ ー ビ ラ イ ザ ー ロ ッ ド を 使 用 し 、 LMA 

Fastrach™ ETT SUの近位端と患者の歯列との間のお

およその距離を測定します。 

2. 患者の酸素供給が十分であることを確認したら、

LMA Fastrach™ ETT SUのコネクターは接続したままで

回路を外します。LMA Fastrach™ ETT SUのカフが膨ら

んでいることを確認した上で、LMA Fastrach™のカフを完

全に脱気します。 

3. 装置のハンドルを軽く叩くか、あるいは顎のあたりで尾

側に揺らします。指でLMA Fastrach™ ETT SUに逆圧

をかけながら、エアウェイチューブの湾曲を使って、装置を

スライドさせて、咽頭から口腔に出します（図3）。 

4. LMA Fastrach™ ETT SUの近位端がエアウエイチュー

ブの近位端と同じ高さになったら、LMA Fastrach™ ETT 

SUのコネクタを外し、ステービライザーロッドを挿入して

LMA Fastrach™ ETT SUを所定の位置に保持します。

ステービライザーロッドを保持したまま、LMA Fastrach™ 

ETT SUとLMA™ ステービライザーロッドに被せてスライド

させてLMA Fastrach™ を口腔内から完全に抜き出しま

す（図4）。 
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5. LMA Fastrach™のカフが口腔から出たら、LMA™ステ

ービライザーロッドを抜き取ります。その際、意図しない抜

管が起きないように、LMA Fastrach™ ETT SUをしっかり

保持しておいてください （図5）。LMA Fastrach™ ETT 

SU をしっかりつかみ、LMA Fastrach™のチューブからイン

フレーションラインとパイロットバルーンをゆっくりとほどきま

す（図6）。 
 

注意：LMA Fastrach™を完全に抜き出す前に LMA™ ス

タビライザーロッドをエアウエイチューブから抜いておかない

と、LMA Fastrach™ ETT SUが不意に抜けてしまったり、

パイロットバルーンやインフレーションチューブが破損したり

する恐れがあります。 

 

6. LMA™ スタビライザーロッドを用い、歯列からLMA 

Fastrach™ ETT SUの近位端までの距離を測定すること

で、位置を確認します。LMA Fastrach™を抜き取る際に

LMA Fastrach™ ETT SUがずれてしまった場合は、適切

な調整が必要になります。 

7. LMA Fastrach™ ETT SUを取替え、患者への換気を

行ないます。 
 

注意：LMA Fastrach™を抜去したら、あるいは挿管後に

患者の体位が変わった場合は、直ちに、チューブの正し

い留置および患者の酸素供給を確認してください。 
 

8. LMA Fastrach™ ETT SU は、バイトブロックを使用し

てしっかり固定し、不必要に動いたり損傷したりすること

がないようにします。 
 

待機的手術の症例では、深麻酔下での抜管を予定し

ている場合、あるいは抜管することが臨床的に判断して

危険である場合には、抜去後、LMA Fastrach™ をLMA 

Fastrach™ ETT SUの後ろに再度挿入して気道を確保

することができます。 
 

   
図3 図4 

   
図5 図6 
 

LMA FASTRACH™ ETT SUの抜去： 
LMA Fastrach™ ETT SUを患者にどのくらいの時間、留

置しておくかの決定は、臨床的に判断してください。 
 

1. LMA Fastrach™ ETT SUの抜管あるい位置変更を

行なう場合は、その直前にシリンジを用いてカフを完全に

脱気します。 

2. 現在、許容されている医学的方法により、抜去します。 
 

磁気共鳴画像法（MRI）との使用： 
 

 
 

LMA Fastrach™ ETT SUは、条件付でMRIに対応して

います。非臨床試験において、本製品は条件付でMRI

に対応していることが証明されています。本装置を留置

している患者は、以下の条件下において、留置後すぐに

安全にスキャンを実施できます。 
 

 患者が MRI 検査室に入る前に、移動したり外れ

たりしないようにエアウェイを適切な位置に粘着テー

プ、布テープ、もしくはその他の適切な方法で固定

しておく必要があります。 

 3Tesla 以下の静磁場 

 720-Gauss/cm （7.2T/m）以下の最大空間

勾配磁場 

 MRI 撮像での最大値は、15 分間のスキャン（パル

スシーケンスあたり）で全身の平均高周波吸収率

（SAR） 4-W/kg（第一次水準管理操作モードで

の MRI 撮像）であったと報告されています。 

MRIに関連する温度上昇 

上記のスキャン条件において、LMA Fastrach™ ETT SU

は、15分の継続してスキャンした場合、最大2.3Cの温

度上昇がみこまれます。 
 

アーチファクトに関する情報 

勾配エコーパルスシーケンスおよび3-Tesla MRIシステム

で認められるアーチファクト最大サイズについて、LMA 

Fastrach™ ETTサイズ8の、サイズおよび形状に関して約 

50mm超過します。 

 

シンボルの説明:   
 

 
製造業者  

IFUについては、こちらのウェブサ

イト www.LMACO.com をご覧く

ださい。 

  空気注入の量  

 
患者の体重 

 

 
 

ご使用の前に、取扱説明書をお

読みください 

 

 
 

天然ゴムラテックス不使用 

 

 
 

壊れ物、取扱注意 

 

 
 

直射日光を避けてください 

 

 
 

湿気厳禁 

 

 
 

この面を上にすること 

 
製品コード 

 
ロット番号 

 

 
 

CE マーク 

 
再使用禁止 

 

 
 

再滅菌禁止 

 

フタル酸エステル含有/存在 

フタル酸ジ(2-エチルヘキシル）

（DEHP） 
 

 
 

エチレンオキサイド滅菌 

 

 
 

使用期限 

 

包装が損傷している場合は使

用禁止 

MRIでは条件付き 
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製造元による保証:  
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